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課　長 補　佐 係　長 審　査 設 計 者

令和８年度

４－２５号橋修繕設計業務委託

執 行 年 度

工 事 番 号
工  事  名

工 事 場 所
又は履行場所

施 工 方 法

工 期 又 は
履 行 期 間

受　注　者

費　　目

起　工　額

請負(委託)
に付する額

工事(業務)
価　　格

測量試験費
又は工事雑費

消費税相当額

請負(委託)
決　定　額

　工　　　事　　　概　　　要

内　　　容 規格１ 数量１ 単位１ 規格２ 数量２ 単位２ 規格３ 数量３ 単位３

増　減（△）

令和

委託 原契約年月日 年 月 日

令和 年 月 日　から 年 月 日　まで 日間　８ １２ ２８令和

起　　工 第１回変更

      －         変更積算工事価格                                  円                                                                                               

請負比率       －         

変更工事価格       －                                           円

変更請負に付する工事価格

　　  　＝変更積算工事価格×請負比率

起工(前回変更)時の請負決定額
請負比率：

  起工(前回変更)時の積算額 

　　　　　(小数第７位切り捨て６位止め)

８ 年度

龍ケ崎市半田町地内

橋梁補修設計　N=1橋

変更理由

 起工 設計書

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号

龍ケ崎市

契約の日 （検査期間10日間を含む）



位 置 図

4-25号橋

県
道
美
浦
栄
線



工事区分　工種　種別 細 別 内 訳金 額単位数量

第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

工 事 数 量 総 括（ 内 訳 ）表

橋梁設計
 

1 式

　橋梁設計
 

1 式

　　設計計画
 

1

設計計画

式

(橋)式       1.000　

　　現地踏査
 

1

現地踏査

式

(橋)式       1.000　

　　復元設計
 

1

復元設計

式

(橋)式       1.000　

　　耐荷力照査
 

1

耐荷力照査

式

(橋)式       1.000　

　　橋梁詳細設計
 

1

橋梁詳細設計

式

(橋)式       1.000　

　　施工計画
 

1

施工計画

式

(橋)式       1.000　

　　照査
 

1

照査

式

(橋)式       1.000　

　　報告書作成
 

1

報告書作成

式

(橋)式       1.000　

　　打合せ協議
 

1

打合せ協議

式

(橋)式       1.000　

直接原価計
 

1 式

（うち直接人件費）
 

1 式

　旅費交通費
 

1 式

　電子成果品作成費
 

1 式

　その他原価
 

1 式

一般管理費等
 

1 式

設計業務価格
 

1 式

龍ケ崎市



工事区分　工種　種別 細 別 内 訳金 額単位数量

第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

工 事 数 量 総 括（ 内 訳 ）表

　消費税相当額
 

1 式

設計業務費
 

1 式

龍ケ崎市



仕 様 書 

 

１ 件  名  令和８年度４－２５号橋修繕設計業務委託 

 

 

２ 場  所  龍ケ崎市半田町地内 

 

 

３ 履行期間  契約の日から令和８年１２月２８日（検査期間１０日間を含む） 

 

 

４ 内  容  特記仕様書のとおり 

 

 

５ 支払条件  前金払い有（３０％以内）。 

 残金については、完了検査合格後、適法な請求書を受理してか

ら３０日以内に指定の金融機関の口座に振り込むものとする。 

 

 

６ そ の 他  本仕様に定めのない事項及び疑義が生じた場合には、担当課と

協議の上、決定すること。 



 

特記仕様書 

 

（適用） 

第１条 本特記仕様書は、令和 8年度4-25号橋修繕設計業務委託に適用する。 

２ 本特記仕様書は、茨城県設計業務等共通仕様書(以下、「共通仕様書」という。)を補完する。 

 

（目的） 

第２条 本業務は、龍ケ崎市が管理する橋梁（龍ケ崎市道第 4-96 号線 4-25 号橋、別添付資料）に

おいて、過年度実施した橋梁点検業務時に著しく損傷が確認されたため、令和 7 年度詳細調査を

実施し、橋梁の長寿命化と安全性を確保するため補修、修繕設計をおこなうことを目的とする。 

設計にあたっては、交差条件、支障物件等を精査し、施工性、耐久性、経済性、維持管理性の観

点から昨年度実施した「令和 7 年度 4-25 号橋詳細調査業務委託」を参照し、橋梁の耐力照査を

おこなったうえで、選定された工法について工事実施に必要な図面作成、数量算出、および施工計

画書の作成をおこなうものとする。 

  対象諸元を表１に示す。 

 

表１ 対象橋梁諸元一覧表 

橋梁名 
橋長 

(m) 

径間数 

(径間) 

有効幅員 

(m) 
構造形式 

設計 

活荷重 

完成

年 

4-25号橋 6.40 1 2.35 単純 RC床版橋 不明 不明 

 

（履行場所） 

第３条 履行場所は、龍ケ崎市半田町地内の別添位置図のとおりとする。 

 

（履行期間） 

第４条 履行期間は、契約の日より令和８年１２月２８日までとする。 

 

（業務内容） 

第５条 この業務における業務内容は、別紙「工事数量総括（内訳）表」及び、以下のとおりとする。 

 

１．設計計画 

受託者は、業務の目的・主旨を把握したうえで、本特記仕様書に示す業務内容を確認し、共通仕

様書第１１１２条第２項に示す事項について業務計画書を作成し、監督員に提出するものとする。 

２．現地踏査 

受託者は、設計業務実施にあたり、貸与資料をもとに現地踏査を行い、業務等に必要な現況施設



の状況、予定地周辺の河川の状況、地形、近接構造物及び土地利用状況・形態等を把握し、整理す

るものとする。 

 

３．復元設計  

受託者は、対象橋梁の荷重耐力を照査実施にあたり、「令和 7 年度 4-25 号橋詳細調査業務委

託」において実施した形状計測調査データと本橋梁の凡その架設年度を想定し、当初の基準に合わ

せた復元をおこなうものとする。 

 

４．耐荷力照査  

受託者は、前項の復元設計データをもとに現況の耐力評価、照査を実施し、補修詳細設計時に必

要な補修補強部材の数量算出等に活用するため実施するものとする。 

 

５．補修詳細設計  

受託者は、修繕設計を実施するにあたり、本特記仕様書第６条に定める諸基準及び国土交通省

「新技術情報提供システム（ＮＥＴＩＳ）」および茨城県版新技術等情報提供データベース（IT’S）等の

情報を収集し、新技術活用の可能性について監督職員と協議を行ったうえで、表２に示す橋梁損傷

項目ついて補修詳細設計を行うものとする。 

また、表２に示す補修部材名・補修項目に対して補修詳細設計を実施することを想定しているが、

補修内容に変更が生じた場合や新たに設計計算が生じる補修が必要なった場合は、監督員と協議

するものとする。 

 

表２ 補修修繕設計項目一覧表 

部材名 補修項目 

主 桁 断面修復工、表面保護工、上部工補強工 

竪壁部 断面修復工 

遊間部 止水材設置工 

横締 定着部補修工 

舗装 床版防水工、橋面補修工、舗装擦付工 

 

６．施工計画 

 橋梁補修詳細設計項目に対して、現地立地条件を踏まえた材料搬入・仮置き・設置を考慮した施工

手順、工程、必要な仮設工を含めた施工計画を行うものとする。 

 

７．照査 

照査技術者は、特記仕様書において定めがある場合、共通仕様書（測量・調査・設計業務等）第１１

０８条に基づき、下記に示す事項を標準として照査を行い、管理技術者に提出するものとする。 

１）条件の決定に際し、現地の状況の他、基礎情報を収集、把握しているかの確認を行い、その内

容が適切であるかについて照査を行う。特に地形、地質条件については、設計の目的に対応し

た情報が得られているかの確認を行う。 



２)一般図を基に構造物の位置、形状、構造形式が適切かの照査を行う。また、埋設物、支障物件、

周辺施設との近接等、施行条件が設計計画に反映されているかの照査を行う。 

３）設計方針及び手法が適切であるかの照査を行う。 

４）計算、図面の適切性及び整合性に着目し照査行う。 

 

８．報告書作成 

受託者は、設計成果として今後の課題と考察を踏まえ、設計報告書、設計図等をとりまとめ、報告

書を作成するものとする。 

 

（使用する規程等） 

第６条 この業務に使用する規程等は、共通仕様書、本特記仕様書のほか、表３に掲げるものとする。 

表３ 技術基準一覧表 

名                     称 発 行 所 発 行 年 備   考 

本業務委託契約書 龍ケ崎市   

茨城県設計業務共通仕様書 茨城県土木部 令和 3 年 1 月  

橋梁補修・補強マニュアル（案） 茨城県土木部道路維持課 令和 4 年 11 月  

橋梁計画・設計マニュアル（案） 茨城県土木部道路建設課 令和 4 年 4 月  

道路橋示方書・同解説  (社)日本道路協会 令和 7 年 10 月  

道路橋補修便覧 (社)日本道路協会 昭和 54 年 2 月  

コンクリート標準示方書(維持管理編)  (社)土木学会  令和 5 年 3 月   

舗装設計便覧 (社)日本道路協会 平成 18 年 2 月  

舗装施工便覧 (社)日本道路協会 平成 18 年 2 月  

舗装設計施工指針 (社)日本道路協会 平成 18 年 2 月  

舗装の構造に関する技術基準・同解説 (社)日本道路協会 平成 13 年 9 月  

道路橋支承便覧 (社)日本道路協会 平成 31 年 2 月  

道路橋補修・補強事例集（2012 年版）  (社)日本道路協会  平成 24 年 3 月    

道路構造令の解説と運用 (社)日本道路協会  令和 3 年 3 月   

防護柵の設置基準・同解説 (社)日本道路協会 令和 3 年 3 月  

道路橋床版防水便覧 (社)日本道路協会 平成 19 年 3 月  

その他関係法令・示方書等    

 

（管理技術者および照査技術者） 

第７条 管理技術者および照査技術者は、下記１）～３）に定める用件のうちいずれかを満たすものとす

る。 

  １）技術士（総合技術監理部門：建設―鋼構造及びコンクリート） 

  ２）技術士（建設部門：鋼構造及びコンクリート） 

  ３）ＲＣＣＭ（建設部門：鋼構造及びコンクリート） 

   なお、管理技術者は、照査技術者を兼務できないものとする。 

 



（貸与または支給する物品および資料等） 

第８条 龍ケ崎市が貸与または支給する物品および資料等は、別紙１のとおりとする。 

 

（打合せ協議） 

第９条 本業務における打合せ協議は、第 1 回打合せ及び中間打合せ１回、成果品納入時の計３回と

し、それぞれ管理技術者が立ち会うこととする。 

２ 打合せ記録簿は、その都度監督員に提出すること。 

 

（身分証明書の携帯等） 

第１０条 受託者は、国、公有又は私有の土地に立ち入る場合には、共通仕様書第１１１６条第４項に基

づき、身分証明書を携帯し、関係人の請求があったときは、これを提示しなければならない。 

２ 前項の身分証明書は発注者が発行する。 

 

（土地への立ち入り） 

第１１条 受託者は、業務を実施するため第３者が占有する土地に立ち入る場合、又は立木伐採等を行

う場合は、共通仕様書第１１１６条第１項に基づき、監督員及び関係者と十分な協調を保ち、業務が円

滑に進捗するように努めなければならない。なお、やむを得ない理由により現地への立ち入りが不

可能となった場合には、直ちに監督員と協議し、その指示に従うこと。 

２ 前項における伐採その他の補償は、あらかじめ発注者が認めたものを除き、受託者が負担するも

のとする。 

 

（申請・提出書類） 

第１２条 受託者（公益法人等を除く）は、契約時又は変更時において、契約金額が 100 万円以上の

業務について、業務実績情報システム（以下「テクリス」という。）に基づき、受注・変更・完了・訂正時

に業務実績情報として「登録のための確認のお願い」を作成し、受注時は契約後、15 日（休日等を

除く）以内に、登録内容の変更時は変更のあった日から、15 日（休日等を除く）以内に、完了時は

業務完了後、15 日（休日等を除く）以内に、監督員の確認を受けた うえ、登録機関に登録申請し

なければならない。 

なお、登録内容に訂正が必要な場合、テクリスに基づき、「訂正のためのお願い」を作成し、速や

かに監督員の確認を受け、登録機関に登録申請しなければならない。また、登録機関に登録後、

テクリスより「登録内容確認書」をダウンロードし、直ちに監督員に提出しなければならない。なお、

変更時と完了時の間が 15 日（休日等を除く）に満たない場合には、変更時の提出を省略できる

ものとする。 

 

（納入する成果品等） 

第１３条 提出する成果品は次のとおりとする。 

１）報告書（Ａ４版 ビス止、文字箔押）   ２部   

２）電子データ                  １式   

 



（成果品等の手直し） 

第１４条 受託者は、業務完了後に受託者の過失、粗漏に起因する不良箇所が発見された場合には、

監督員の指示により、訂正、補足その他の措置を行わなければならない。 

 

（その他） 

第１５条 業務の実施にあたり、設計図書等に疑義を生じた場合は、速やかに監督員と協議のうえ、そ

の指示に従うこと。 

 

 



別紙１ 

 

貸与又は支給する物品及び資料等 

 

 

１．支給物品 

品 名 数 量 摘 要 

   

   

   

 

 

２．貸与資料 

品 名 数 量 摘 要 

橋梁点検報告書 １式  

令和７年度４－２５号橋詳細調査業務委託報告書 １式  

   

 

 

３．支給資料 

品 名 数 量 摘 要 

   

   

   

 

 

 

 



別紙２ 

 

納入する成果品等 

 

 

１．納入する成果品 

品 名 数 量 摘 要 

報告書（Ａ４版 ビス止、文字箔押） ２部  

電子データ １式  

   

 

 

２．提出する記録及び資料 

品 名 数 量 摘 要 

打合せ記録簿 １式  

照査報告書 １式  

   

 

 

 

 



別紙 

 

 

 

 

 

 

参  考  資  料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この「資料」（本工事費内訳書、代価表）は入札参加者の適正かつ

迅速な見積りに資するための資料であり、契約書第１条にいう設計

図書ではない。従って「資料」は委託契約上の拘束力を生じるもで

はなく、受注者は、現場状況、現地条件等を十分考慮して、業務成

果物を作成するための一切の手段について受注者の責任において定

めるものとする。 

 なお、この「資料」の有効期間は、この業務委託の入札日までと

する。 

 



今　回　設　計　情　報項　目　名　称

第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

経 費 情 報 一 覧 表

工事名 ４－２５号橋修繕設計業務委託

適用日 20260701

単価地区 竜ヶ崎工Ｂ

委託先による補正 建設コンサルタント等

電子成果品作成費 計上する(概略設計、予備設計又は詳細設計）

旅費交通費率分計上 計上する(宿泊,滞在を伴わない：土木設計業務)

安全費率分計上（橋梁定期点検） 計上しない

率・経費指定区分 なし

龍ケ崎市



工事区分　工種　種別　細別　規格 摘 要金 額単 価単位数 量

本 工 事 費 内 訳 書
第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

橋梁設計

橋梁設計

設計計画

       1.000
設計計画

(橋)式

第0001号代価表

       1.000
設計計画

式

現地踏査

       1.000
現地踏査

(橋)式

第0002号代価表

       1.000
現地踏査

式

復元設計

       1.000
復元設計

(橋)式

第0003号代価表

       1.000
復元設計

式

耐荷力照査

       1.000
耐荷力照査

(橋)式

第0004号代価表

       1.000
耐荷力照査

式

橋梁詳細設計

       1.000
橋梁詳細設計

(橋)式

第0005号代価表

       1.000
主桁（断面修復工、表面保護工、
上部工補強工） 式

第0006号代価表

       1.000
堅壁（断面修復工）

式

龍ケ崎市



工事区分　工種　種別　細別　規格 摘 要金 額単 価単位数 量

本 工 事 費 内 訳 書
第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

第0007号代価表

       1.000
遊間部（止水材設置工）

式

第0008号代価表

       1.000
横締（定着部補修工）

式

第0009号代価表

       1.000
舗装（表面防水工、橋面補修工）

式

施工計画

       1.000
施工計画

(橋)式

第0010号代価表

       1.000
施工計画

式

照査

       1.000
照査

(橋)式

第0011号代価表

       1.000
照査

式

報告書作成

       1.000
報告書作成

(橋)式

第0012号代価表

       1.000
報告書作成

式

打合せ協議

       1.000
打合せ協議

(橋)式

第0013号代価表

       1.000
打合せ協議

式

直接原価計

（うち直接人件費）

旅費交通費

龍ケ崎市



工事区分　工種　種別　細別　規格 摘 要金 額単 価単位数 量

本 工 事 費 内 訳 書
第 ０８－１２－５２２－Ｊ－００１ 号 実施 起工 設計書

電子成果品作成費

その他原価

一般管理費等

設計業務価格

消費税相当額

設計業務費

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0001 号 代価表 設計計画

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

技師(B)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0002 号 代価表 現地踏査

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

技師(B)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0003 号 代価表 復元設計

1.000 式

技師(B)

人

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0004 号 代価表 耐荷力照査

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

技師(B)

人

技師(C)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0005 号 代価表 主桁（断面修復工、表面保護工、上部工補強工）

1.000 式

技師(B)

人

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0006 号 代価表 堅壁（断面修復工）

1.000 式

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0007 号 代価表 遊間部（止水材設置工）

1.000 式

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0008 号 代価表 横締（定着部補修工）

1.000 式

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0009 号 代価表 舗装（表面防水工、橋面補修工）

1.000 式

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0010 号 代価表 施工計画

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

技師(B)

人

技師(C)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0011 号 代価表 照査

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0012 号 代価表 報告書作成

1.000 式

技師(C)

人

技術員

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



摘要金額単価単位数量名称

第０８－１２－５２２－Ｊ－００１号 当り

第 0013 号 代価表 打合せ協議

1.000 式

主任技師

人

技師(A)

人

技師(B)

人

合計

単位当り

条件名称 入力値 入力名称

龍ケ崎市



橋梁番号 4－25

ふ り が な

橋 名

0.20 ＋ 0.20

（右）

0.25

年月 工事費

通
行
制
限
等

4－25

木橋
I桁
箱型
トラス

４．

５．

図面番号

１．

ラーメン橋

箱桁

８．

７．

吊橋

斜張橋

他
域
橋
長

市 町 村 名

（右）

道 路 種 別橋 ・ 高架橋 ・ 桟道橋

一般（無料）橋 ・ 有料橋 ＰＣ橋 路 線 番 号

桁橋 Ｈ桁 ５．

Ｔ桁

石橋

コンクリート

鋼橋

ＲＣ橋

１．

２．

床版橋架 設 年 次

橋 長

７．その他

床
版
材
料

１．

３．

２．

鋼系

線 形 ７．

コンクリート系

その他

最大支間長(m)

直 ・ 斜 ・ 曲 （Ｒ＝ ）

径 間 数

橋 格

設 計 荷 重

耐 荷 荷 重

一般有料区分

上
部
工
の
使
用
材
料

0.25
（左）

１等橋 ・ ２等橋 ・ ３等橋 ・ なし

適用示方書類

橋 梁 種 別

・通行制限なし ６．

４．

５．現 況

３．

・自動車交通不能

・通行制限あり

車 道

橋 面 舗 装
Ｉ桁 ３．

４．

下
部
工
の
基
礎

１．

Ｉ桁（合成）

Ｈ桁（合成） ６．

路 面 位 置

幅 員 (m)

道 路 部 2.35

路 肩

（欄干：右 欄干：左）

1.85

歩 道
（左）

道 路 種 別 路 線 番 号4-25 一級 ・ 二級 ・ その他

龍ケ崎市大字半田町字須賀前16566.40 所 在 地

17.60

23 105

上路橋 ・ 中路橋 ・ 下路橋 ・ 二層橋
ニューマチックケーソン

上

部

工

の

構

造

形

式

鋼とＲＣ（ＰＣ）橋との混合橋

既成ＲＣ杭

場所打ち杭（深礎含む）

起
点
側

市町村名

直接基礎

２． オープンケーソン

既成鋼杭

既成ＰＣ杭

木杭

橋
梁
接
続

橋 梁 名

橋 ・ 高架橋 ・ 桟道橋

橋 ・ 高架橋 ・ 桟道橋

橋 梁 名

市町村名
終
点
側

正 面 写 真

備
考

・平成２０年度 調製

橋梁番号

・通行制限なし

橋
歴

橋 面 積 ( ㎡ )

橋 梁 台 帳

上流からの写真 起点側からの正面写真

4－96 区 間 番 号

橋 長 (m)

上流からの写真

河 川 名

I桁
箱型
トラス

トラス橋

３． アーチ橋
アーチ
ランガー
ローゼ

６．

２．



100

4-25号橋 橋梁一般図

施工年度

工 事 名

路河川名

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号

内容表示

龍ケ崎市半田町地内

令和７年度

令和７年度

４－２５号橋詳細調査業務委託

4-25号橋 橋梁一般図

図示

1. 本図面の寸法値は現地調査結果を反映させた

<注記>

   ものである。
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竣  工  箇  所 茨城県龍ケ崎市半田地内

路  　線  　名 4-96

交  差  物  件

竣  工  年  次

6.000 m

全幅員 2.740 m

適 用 示 方 書

施    工    図

橋  梁  形  式 単純RC床版橋

橋  　　  　長

幅  　　  　員

斜  　　  　角

設  計  荷  重
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4-25号橋 補修一般図

施工年度

工 事 名

路河川名

工事箇所

図面種別

縮　　尺

図面番号

内容表示

龍ケ崎市半田町地内

令和７年度

令和７年度

４－２５号橋詳細調査業務委託

4-25号橋 補修一般図

図示

1. 本図面の寸法値は現地調査結果を反映させた

<注記>

   ものである。
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補修項目一覧表
補修工種 適用箇所部　材

表面保護工上部構造 主桁

炭素繊維シート補強工 G3主桁

下部構造 断面修復工

断面修復工 主桁

A1橋台

橋面防水工

付属物

舗装

止水材設置工 遊間部

定着部補修工 横締め鋼棒定着部

その他 舗装擦り付け工 土工部舗装

表面保護工 地覆

G3主桁
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A2

防食機能の劣化

その他(横桁・横締め)①腐食-c

写真16

主桁Mg07 ⑥剥離・鉄筋露出-d[200×60×30mm]

写真17

主桁Mg07 ⑥剥離・鉄筋露出-d[200×50×30mm]

写真14
主桁Mg06 ⑥剥離・鉄筋露出-d[1200×50×50mm]

写真15
主桁Mg07 ⑥剥離・鉄筋露出-d[200×30×30mm]

写真13

写真12

主桁Mg05 ⑥剥離・鉄筋露出-c[150×50×10mm]

写真7

主桁Mg03 ⑥剥離・鉄筋露出-d[100×100×20mm]

写真6

写真8,9

主桁Mg03 ⑥剥離・鉄筋露出-e[4600×100×60mm]

写真10,11

主桁Mg03 ⑥剥離・鉄筋露出-e[4600×150×60mm]

写真5
主桁Mg02 ⑥剥離・鉄筋露出-d[200×100×30mm]写真1

主桁Mg01 ⑥剥離・鉄筋露出-c[120×10×5mm]

写真3
主桁Mg01 ⑥剥離・鉄筋露出-c[150×50×10mm]

写真2
主桁Mg01 ⑥剥離・鉄筋露出-c[150×50×20mm]

写真4

主桁Mg02 ⑥剥離・鉄筋露出-d[250×50×30mm]

主桁Mg03 ⑥剥離・鉄筋露出-c[50×80×100mm]

[100×50×10mm]

主桁Mg06 ⑥剥離・鉄筋露出-d[450×50×10mm]

100×50×5mm

50×50×5mm

100×50×20mm

200×20×50mm

100×20×50mm

200×20×50mm

150×70×10mm

100×50×10mm

150×30×50mm

100×40×20mm

100×50×10mm

写真18

120×50×10mm

G1

G2

G3

G4

G5

G6

G7

防食機能の劣化

その他(横桁・横締め)①腐食-c
写真19

A1A1

平面図(桁下面)S=1:20

4-25号橋 損傷図

損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

そ の 他

う    き

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

損傷の凡例損傷の凡例・旗あげの色分け表示

赤

黒

青

新たに確認された損傷及び

前回点検からほとんど進行していない損傷

前回点検時以降に補修された損傷

前回点検から大幅に進行している損傷
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写真20

堅壁Ac01 うき [2780×50×50mm]

写真21

堅壁Ac01 ⑥剥離・鉄筋露出-c [400×100×50mm]

写真22,23

基礎その他(基礎杭) 杭露出・土砂流出

A1橋台 S=1:10

4-25号橋 損傷図

損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

そ の 他

う    き

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

損傷の凡例損傷の凡例・旗あげの色分け表示

赤

黒

青

新たに確認された損傷及び

前回点検からほとんど進行していない損傷

前回点検時以降に補修された損傷

前回点検から大幅に進行している損傷
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写真26,27

支承本体Bh02 ⑪支承部の機能障害-e

写真24,25

基礎その他(基礎杭) 杭露出・土砂流出

変形・欠損

A2橋台 S=1:10

4-25号橋 損傷図

損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

そ の 他

う    き

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

損傷の凡例損傷の凡例・旗あげの色分け表示

赤

黒

青

新たに確認された損傷及び

前回点検からほとんど進行していない損傷

前回点検時以降に補修された損傷

前回点検から大幅に進行している損傷
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A1 A2A1 A2

C
L

写真30
舗装Pm00 舗装の異常(ひびわれ)

写真32,33
舗装Pm00 ⑩路面の凹凸-e[H=45mm]写真28,29

舗装Pm00 ⑩路面の凹凸-e[H=40mm]

写真31
舗装Pm00 舗装の異常(劣化)

W=3.0 L=6000

4-25号橋 損傷図

橋面 S=1:20

損傷の種類 表　示

ひびわれ

剥　　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　　水

そ の 他

う    き

損傷の種類 表　示 損傷の種類 表　示

損傷の凡例損傷の凡例・旗あげの色分け表示

赤

黒

青

新たに確認された損傷及び

前回点検からほとんど進行していない損傷

前回点検時以降に補修された損傷

前回点検から大幅に進行している損傷
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余　白

写真番号 3

状　況 側面

メ　　　　　　モ

右が起点

余　白

写真番号 2

状　況 正面

メ　　　　　　モ

手前が終点

4-25号橋 橋梁写真台帳

余　白

写真番号 1

状　況 正面

メ　　　　　　モ

手前が起点
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4-25号橋 橋梁写真台帳

余　白

写真番号 5

状　況 桁下面

メ　　　　　　モ

手前が起点

余　白

写真番号 6

状　況 A1橋台

メ　　　　　　モ

余　白

写真番号 4

状　況 橋面

メ　　　　　　モ

手前が起点
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4-25号橋 橋梁写真台帳

余　白

写真番号

状　況

メ　　　　　　モ

余　白

写真番号 8

状　況 支承-1

メ　　　　　　モ

Bh0101

余　白

写真番号 7

状　況 A2橋台

メ　　　　　　モ
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令和7年度 4-25号橋詳細調査業務

作業写真台帳
4

5

6

備　　　　　　考

写真番号

中性化深さ試験
鉄筋探査結果
G6(健全部)

備　　　　　　考

状　　　　　　況

余　白

写真番号

状　　　　　　況

中性化深さ試験
鉄筋探査結果
G3(損傷部)

状　　　　　　況

写真番号

反発硬度試験
鉄筋探査結果
G3(起点側)

備　　　　　　考
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令和7年度 4-25号橋詳細調査業務

作業写真台帳
7

8

9

写真番号

状　　　　　　況

中性化深さ試験

備　　　　　　考

状　　　　　　況

反発硬度試験
鉄筋探査結果
G6(起点側)

備　　　　　　考

写真番号

写真番号

状　　　　　　況

中性化深さ試験
①14.0mm

備　　　　　　考
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令和7年度 4-25号橋詳細調査業務

作業写真台帳
10

11

12

中性化深さ試験
平均8.1mm

備　　　　　　考

写真番号

状　　　　　　況

中性化深さ試験
平均1.5mm

備　　　　　　考

写真番号

写真番号

状　　　　　　況

中性化深さ試験
跡埋め作業

備　　　　　　考

状　　　　　　況
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-　c

-　c

-　c

120×10×5mm

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

上部構造

部　材 主桁

要素番号 Mg01

メ　　　　　　モ

150×50×20mm

上部構造

4-25号橋　損傷写真台帳

余　白

写真番号 1

部　位 上部構造

部　材

部　材 主桁

要素番号 Mg01

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

部　位

余　白

写真番号 2

部　位

主桁

要素番号 Mg01

余　白

写真番号

150×50×10mm

3

06：剥離・鉄筋露出
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　d

-　d

-　c

06：剥離・鉄筋露出

06：剥離・鉄筋露出

写真番号 4

部　位 上部構造

部　材 主桁

要素番号 Mg02

メ　　　　　　モ

余　白

余　白

写真番号 6

部　位 上部構造

部　材

余　白

06：剥離・鉄筋露出

200×100×30mm

主桁

部　材

250×50×30mm

主桁

要素番号 Mg02

メ　　　　　　モ

写真番号 5

部　位 上部構造

メ　　　　　　モ

Mg03

50×80×100mm

要素番号
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　d

-　e

06：剥離・鉄筋露出

100×100×20mm

06：剥離・鉄筋露出

4600×100×60mm

写真番号8の近接写真

部　材

部　材 主桁

余　白

写真番号 7

部　位 上部構造

部　材 主桁

要素番号 Mg03,04

メ　　　　　　モ

Mg03

メ　　　　　　モ

上部構造

余　白

写真番号 9

部　位 上部構造

余　白

要素番号 Mg03

メ　　　　　　モ

写真番号 8

部　位

主桁

要素番号
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　e

-　c

4600×150×60mm

写真番号10の近接写真

06：剥離・鉄筋露出

メ　　　　　　モ

要素番号 Mg03

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

余　白

12

部　位 上部構造

余　白

写真番号 10

部　位

Mg03

メ　　　　　　モ

上部構造

上部構造

部　材 主桁

余　白

写真番号

部　材 主桁

要素番号 Mg05

写真番号 11

部　位

部　材 主桁

要素番号

100×50×10mm

150×50×10mm
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　d

-　d

-　d

200×30×30mm

06：剥離・鉄筋露出

06：剥離・鉄筋露出

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

メ　　　　　　モ

Mg06

要素番号 Mg06

メ　　　　　　モ

450×50×10mm余　白

写真番号 13

部　位

余　白

写真番号 14

部　位 上部構造

部　材 主桁

要素番号

上部構造

部　材 主桁

余　白

写真番号 15

部　位 上部構造

部　材 主桁

要素番号 Mg07

1200×50×50mm
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　d

-　d

-　c

16

部　位

01：腐食

防食機能の劣化

Mg07

写真番号

余　白

写真番号 17

部　位

余　白

上部構造

部　材 主桁

要素番号 Mg07

メ　　　　　　モ

上部構造

部　材 主桁

要素番号

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

200×50×30mm

200×60×30mm

余　白

写真番号 18

部　位

要素番号 横桁・横締め

メ　　　　　　モ

上部構造

部　材 その他

06：剥離・鉄筋露出
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　c

-　c

400×100×50mm

うき

その他

要素番号

メ　　　　　　モ

写真番号

01：腐食

2780×50×50mm余　白

写真番号 20

部　位

余　白

下部構造

部　材 橋台：竪壁

要素番号 Ac01

メ　　　　　　モ

上部構造

部　材

防食機能の劣化

余　白

写真番号 21

部　位 下部構造

部　材 橋台：竪壁

要素番号 Ac01

メ　　　　　　モ

06：剥離・鉄筋露出

19

部　位

横桁・横締め
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4-25号橋　損傷写真台帳

杭露出、土砂流出

写真番号23の近接写真

杭露出、土砂流出

基礎杭

メ　　　　　　モ

余　白

写真番号 22

部　位 下部構造

部　材 その他

要素番号

余　白

写真番号 23

部　位 下部構造

部　材 その他

要素番号 基礎杭

余　白

要素番号 基礎杭

メ　　　　　　モ

その他部　材

写真番号 24

部　位 下部構造

メ　　　　　　モ
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　e11：支承部の機能障害

写真番号26の近接写真

写真番号23の近接写真

要素番号 Bh02

余　白

写真番号 26

部　位 支承部

部　材 支承本体

余　白

写真番号

支承本体

要素番号

部　材

余　白

写真番号 27

部　位 支承部

Bh02

メ　　　　　　モ

25

メ　　　　　　モ

変形・欠損

部　位 下部構造

部　材 その他

要素番号 基礎杭

メ　　　　　　モ
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　e

高さ：40mm

舗装の異常

(ひびわれ)

余　白

写真番号 29

部　位 路上

部　材 舗装

要素番号 Pm00

要素番号 Pm00

部　位

余　白

写真番号 30

部　位 路上

部　材

余　白

写真番号 28

部　材 舗装

路上

10：路面の凹凸

舗装

メ　　　　　　モ

Pm00

メ　　　　　　モ

要素番号

メ　　　　　　モ

写真番号28の近接写真
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4-25号橋　損傷写真台帳

-　e

舗装の異常

Pm00

路上

部　材

10：路面の凹凸

余　白

写真番号 32

部　位 路上

部　材 舗装

要素番号

要素番号 Pm00

メ　　　　　　モ

(ひびわれ)余　白

写真番号 31

部　位 路上

部　材 舗装

余　白

舗装

要素番号 Pm00

写真番号32の近接写真

メ　　　　　　モ

写真番号 33

部　位

高さ：45mm

メ　　　　　　モ
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4.3.外観変状調査結果および対策工一覧表                                                                                 

表 4.3.1. 4-25 号橋損傷概要、損傷原因および対策工法一覧表（その１） 
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表 4.3.1. 4-25 号橋損傷概要、損傷原因および対策工法一覧表（その２） 
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